
人と自然が織りなす芸術のまち　　心豊かで伸びゆく美しいまち
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路傍の花　鹿
カ ノ コ ユ リ

の子百合
（川添地区　付近）

　７月２４日に吉松小学校プールにおいて，町小

学校水泳記録会が行われ，児童たちが日ごろの練

習の成果を発揮しようと力いっぱい泳ぐ姿に，会

場は拍手と歓声に包まれました。

『  夏の暑さにも負けないぞ!!
ちびっこスイマー達の熱い戦い  』
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硫黄山噴火関係状況報告
【硫黄山噴火に係る支援策が決定】

硫黄山噴火以降，国や県の支援策を踏まえ，本町の硫黄山噴火関連支援策について町農業再生協
議会や農業委員会などの関係機関と協議を重ね，８月３日開会の第３回議会臨時会において，硫黄
山関連災害に伴う本町の支援事業予算が可決されました。主な内容は次の通りです。

【湧水町硫黄山噴火に伴う農家支援補助金】
川内川からの取水中止等の影響を受け，稲作（ＷＣＳ用稲を含む）を断念した農家に対し，翌年

度に向け農地保全のための耕うん，草払い等の費用に係る一部を町より助成します。

対象事由 補助金額

えびの高原硫黄山噴火に伴い，川内川からの取水中止等の影響を受け稲作（Ｗ
ＣＳ稲を含む。）を断念した農地 5,000 円／ 10 ａ

水田耕作面積２５a未満のために制度上水稲共済保険に加入していなかったた
め，給付金を受けることができなかった農地 16,000 円／ 10 ａ

※補助金申請等の受け付けについては，別途改めてお知らせいたします。

町農業再生協議会においては，硫黄山噴火に伴う川内川の取水中止等の影響を受けた地域に
対し，代替作物への取組支援として，水田活用の直接支払交付金における産地交付金を国・県
へ追加要望しております。

国・県より，要望どおり産地交付金の追加配分があった場合は，対象地域における代替
作物に対し，硫黄山噴火対策支援助成として「集団転作加算＋作物団地加算」並みの最高
２０，０００円／１０ａを加算するほか，地力増進作物（レンゲ等）には６，０００円／１０ａ
が助成されることとなります。

なお，水稲共済金を受けた後に，飼料作物や大豆等を作付けする場合は，従来どおり二毛作
助成として産地交付金が支払われます。

〈国土交通省川内川河川事務所による川内川水質検査の速報値（抜粋）〉8月1日現在
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株式会社　三州衛生公社代表取締役社長 様，従業員一同 様

湧水町商工会青年部　様

株式会社　カミゾノ電気　様

皆様から多大なるご支援，
心より感謝申し上げます。

硫黄山噴火以降，多くの皆様より心温まるご寄附が寄せられております。
ご支援いただいた皆様へ心からお礼を申し上げます。

あいら農業協同組合　様, あいら共同株式会社　様 

　他にも，株式会社　鹿児島銀行栗野支店　
様からもご寄附をいただいております。

●寄附金の総額について
８月６日現在の寄附金総額は
３，２９３，７５４　円です。
　今回までに頂きました寄附金については，
「硫黄山噴火関連災害対策事業」にて活用さ
せていただきます。
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７
月
29
日
（
日
）
に
吉
松
会
場
で
第

11
回
目
を
迎
え
た
湧
水
町
夏
祭
り
が
開

催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

約
15
年
ぶ
り
に
吉
松
地
域
で
実
施
さ

れ
た
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
で
は
、
６
団
体

総
勢
約
１
５
０
名
が
沿
道
か
ら
の
声
援

を
う
け
な
が
ら
、
元
気
な
掛
け
声
を
出

し
地
域
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

夕
方
か
ら
の
総
踊
り
や
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
は
、
台
風
接
近
に
伴
う
天
候
不

良
に
よ
り
急
き
ょ
吉
松
体
育
館
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

総
踊
り
で
は
、
14
団
体
総
勢
約
３
０
０

名
が
お
は
ら
節
と
湧
水
音
頭
を
踊
り
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
バ
ン
ド
演
奏
や

ダ
ン
ス
、
仮
面
ラ
イ
ダ
ー
シ
ョ
ー
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
が
披
露
さ
れ
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
や
家
族
連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

最
後
に
行
わ
れ
た
抽
選
会
で
は
昨
年

度
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
団
体
総
合
優

勝
記
念
事
業
と
し
て
鹿
児
島
黒
牛
が
当

た
る
当
選
券
が
１
５
０
本
用
意
さ
れ
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
天
候
不
良
に
よ
り
花
火

大
会
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
８
月

24
日
（
金
）
の
湧
水
町
駅
前
屋
台
村
（
吉

松
）
で
同
日
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
い

た
し
ま
し
た
。

第
11
回

湧
水
町
夏
祭
り

栗野小学校器楽クラブの先導で
みこしパレードスタート ストリートダンスファミリー　“ＤＥＥＰ” 吉松中学校マンドリン部

吉松小学校金管バンド 山口ひかりゴスペルライブ 踊り連による総踊り
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７
月
１
日
（
日
）
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
町
内

各
競
技
会
場
で
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

各
地
区
の
代
表
と
し
て
出
場
し
た
選
手
の
皆
さ

ん
は
、
優
勝
を
目
指
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
接
戦
し
た
試
合
で
は
、
歓
声
や
地
区
民

の
応
援
な
ど
で
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

選
手
選
考
か
ら
大
会
当
日
の
サ
ポ
ー
ト
ま
で
さ

れ
た
各
地
区
の
役
員
の
皆
さ
ん
も
ほ
っ
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

各
種
目
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
成
績
】

▼
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
部

優　

勝　

幸
田
地
区
Ａ

準
優
勝　

轟
地
区
Ａ

第
三
位　

下
川
西
地
区

▼
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
部

優　

勝　

上
川
西
地
区

準
優
勝　

西
下
場
地
区

第
三
位　

停
車
場
地
区

▼
ス
ロ
ー
ピ
ッ
チ
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
部

優　

勝　

北
方
地
区

準
優
勝　

長
谷
地
区

第
三
位　

上
場
・
下
川
西
地
区

▼
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子
の
部

（
Ａ
ク
ラ
ス
）

優　

勝　

轟
地
区

準
優
勝　

西
下
場
地
区

第
三
位　

中
津
川
・
米
永
地
区

（
Ｂ
ク
ラ
ス
）

優　

勝　

東
中
下
場
地
区

準
優
勝　

上
場
地
区

第
三
位　

鶴
丸
・
下
川
西
地
区

▼
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子
の
部

（
Ａ
ク
ラ
ス
）

優　

勝　

西
下
場
地
区

準
優
勝　

北
方
地
区

第
三
位　

中
津
川
・
下
川
西
地
区

（
Ｂ
ク
ラ
ス
）

優　

勝　

轟
地
区

準
優
勝　

川
添
地
区

第
三
位　

鶴
丸
・
老
竹
地
区

平成30年度（第13回）町民スポーツ大会を開催
白熱ぅ！！

ミニバレーボール女子の部

ミニバレーボール男子の部 スローピッチソフトボールの部

ゲートボールの部 グラウンド・ゴルフの部
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吉
松
中
学
校
体
育
館
で
「
ゆ
め

～
Ｋ
Ｉ
Ｂ
Ａ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
～
ダ

ン
ス
」
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。吉

松
中
学
校
全
校
生
徒
を
対
象

に
、
保
健
体
育
授
業
に
お
け
る
ダ

ン
ス
指
導
と
し
て
霧
島
市
立
国
分

中
央
高
等
学
校
ダ
ン
ス
部
顧
問
松

山
愛
果
先
生
を
指
導
者
で
お
招
き

し
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
「
ゆ
め
ダ
ン
ス
」
は
、
第

75
回
国
民
体
育
大
会
燃
ゆ
る
感
動

か
ご
し
ま
国
体
・
か
ご
し
ま
大
会

の
開
催
気
運
の
醸
成
を
図
る
た
め

制
作
さ
れ
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
実

行
委
員
会
で
は
、
広
く
県
民
に
普

及
さ
せ
る
た
め
、
各
地
域
で
指
導

者
養
成
講
習
会
を
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。

轟
地
区
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
及
び
轟
小
学
校
プ
ー
ル
に

お
い
て
「
カ
ヌ
ー
公
認
審
判
員

資
格
取
得
養
成
講
習
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
よ
り
６
名
の
方
が
受
講

さ
れ
、
公
認
審
判
員
資
格
を
取

得
さ
れ
ま
し
た
。

＝カヌー競技の種目と種別＝
国体競技は，静水面で行う「カヌースプリント競

技」と河川の急流で行う「カヌースラローム競技」，
「カヌーワイルドウォーター競技」の３種目があり
ます。

各種目とも，選手は次の ( Ａ )・( Ｂ ) に参加でき
ることになっています。

●スプリント　( Ａ )500 ｍ　　 ( Ｂ )200 ｍ
●スラローム　( Ａ )25 ゲート　( Ｂ )15 ゲート
●ワイルドウォーター
　　　　　　　( Ａ )1,500 ｍ　 ( Ｂ ) スプリント

第75回国民体育大会（燃ゆる感動かごしま国体　湧水町）
平成３０年７月４日（水）

平成３０年７月８日（日）

ゆめ～ KIBAIYANSE ～ダンス

カヌー（スラローム・ワイルドウォーター）公認審判員資格取得養成講習会

 吉松中学校全校生徒75名

講師；国分中央高等学校　教諭　松山　愛果

スタンダード　バージョン（映像を見せながら指導）



ゆ
う
す
い 

の

ス
ポ
ー
ツ

（
敬
称
略
）
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期
日
：
５
月
27
日

　
　
　

場
所
：
さ
つ
ま
町
室
内

　
　
　
　
　
　

温
泉
プ
ー
ル 

▼
小
学
５
・
６
年
自
由
形
50
ｍ

　

第
１
位　

下
戸　

悠
太
郎（
轟
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

31
秒
10

▼
小
学
５
・
６
年
バ
タ
フ
ラ
イ
50
ｍ

　

第
１
位　

下
戸　

悠
太
郎（
轟
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

33
秒
70

▼
小
学
４
年
以
下
背
泳
ぎ
50
ｍ

　

第
１
位　

下
戸　

良
佑　
（
轟
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

45
秒
50

　
　
　
　

期
日
：
６
月
24
日

　
　
　
　

場
所
：
鴨
池
公
園
水
泳
プ
ー
ル

▼
小
学
６
年
男
子
自
由
形
50
ｍ

　

第
２
位　

下
戸　

悠
太
郎（
轟
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

32
秒
07

▼
小
学
６
年
男
子
背
泳
ぎ
50
ｍ

　

第
２
位　

下
戸　

悠
太
郎（
轟
小
６
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

38
秒
05

　
　
　
　

期
日
：
６
月
24
日

　
　
　
　

場
所
：
熊
本
市
総
合
体
育
館

【
組
手
の
部
】

▼
小
学
３
年
男
子

　

第
５
位　

野
口　

太
雅（
吉
松
小
３
年
）

※
出
場
者　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
５
年
）

　
　
　
　
　

野
口　

藍
加（
吉
松
小
５
年
）

　
　
　
　

期
日
：
６
月
30
日

　
　
　
　

場
所
：
牧
園
ア
リ
ー
ナ

▼
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ
ク
ラ
ス

　

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　

第
４
位　

真
弓　

優
輝（
栗
野
小
６
年
）

　

Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　

第
４
位　

前
田　

翼
早（
栗
野
小
６
年
）

　
　
　
　

期
日
：
７
月
１
日

　
　
　
　

場
所
：
郡
山
総
合
運
動
公
園

第
３
位　

幸
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

　
　
　
　

期
日
：
７
月
16
日

　
　
　
　

場
所
：
み
や
ま
の
森
運
動
公
園

第
１
位　

幸
田
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団　

　
　
　
　

期
日
：
７
月
８
日
～
22
日

　
　
　
　

場
所
：
姶
良
地
区
内

※
入
賞
の
み
記
載

【
陸
上
】

▼
高
校
生
男
子　

１
５
０
０
ｍ

　

第
１
位　

松
永　

佑
太　

４
分
18
秒

　
　
　
　
　
（
国
分
中
央
高
校
２
年
）

　

第
５
位　

真
弓　

慶
大　

４
分
40
秒

　
　
　
　
　
　
（
加
治
木
高
校
２
年
）

▼
40
歳
代
男
子　

１
０
０
ｍ

　

第
２
位　

水
流
添
主
税　

13
秒
72

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
長
谷
地
区
）

▼
小
学
生
女
子　

１
０
０
ｍ

　

第
６
位　

上
野
愛
李
沙　

15
秒
34

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
場
小
６
年
）

▼
中
学
生
男
子　

１
０
０
ｍ

　

第
２
位　

東
上
床
龍
希　

12
秒
33

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栗
野
中
３
年
）

　

第
３
位　

丸
山　

綾　
　

12
秒
49

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
松
中
２
年
）

▼
小
学
生
女
子　

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

第
２
位　
（
上
野
愛
李
沙
・
肥
後
果
凛

　
　
　
　
　

内
村
鈴
梛
・
今
和
泉
未
来
）

▼
中
学
生
男
子　

４
０
０
ｍ
リ
レ
ー

　

第
３
位　
（
植
林
拓
心
・
水
元
紀
嵐

　
　
　
　
　
　

丸
山
稜
・
東
上
床
龍
希
）

▼
小
学
生
女
子
走
幅
跳
び

　

第
１
位　

今
和
泉
未
来　

３
ｍ
85

　
　
　
　
　
　
　
　
（
轟
小
６
年
）

　

第
２
位　

松
山　

花
栄　

３
ｍ
54

　
　
　
　
　
　
　
　
（
栗
野
小
５
年
）

▼
中
学
生
男
子
走
高
跳
び

　

第
３
位　

水
元　

紀
嵐　

１
ｍ
50

　
　
（
栗
野
中
３
年
）

▼
中
学
生
男
子
砲
丸
投
げ

　

第
２
位　

丸
山　

旺
真　

８
ｍ
73

　
　
（
吉
松
中
２
年
）

【
水
泳
】

▼
成
年
男
子
50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ

　

第
４
位　

宮
原　

裕
典　

30
秒
50

　
　
　
　
　
　
　
　
（
吉
松
中
教
諭
）

【
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

　

第
２
位　

湧
水
町

【
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

　

第
２
位　

湧
水
町

【
柔
道
】

　

第
１
位　

湧
水
町

【
剣
道
】

　

第
２
位　

湧
水
町

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】

　

第
２
位　

湧
水
町（
吉
松
）

【
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
】

▼
団
体
の
部

　

第
２
位　

湧
水
町（
吉
松
）

【
空
手
】

▼
団
体
組
手

　

第
１
位　

湧
水
町

▼
小
学
１
・
２
年
男
女
組
手
の
部

　

第
５
位　

祁
答
院
大
賀（
栗
野
小
２
年
）

　

第
５
位　

栫
井
園　

礼（
栗
野
小
２
年
）

▼
小
学
３
・
４
年
男
女
組
手
の
部

　

第
２
位　

野
口　

太
雅（
吉
松
小
３
年
）

　

第
３
位　

池
田　

圭
孝（
栗
野
小
４
年
）

▼
小
学
５
・
６
年
女
子
組
手
の
部

　

第
３
位　

野
口　

藍
加（
吉
松
小
５
年
）

▼
小
学
５
・
６
年
男
子
組
手
の
部

　

第
１
位　

柿
木　

史
翔（
吉
松
小
５
年
）

　

第
２
位　

川
本　

悠
布（
栗
野
小
５
年
）

【
ゴ
ル
フ
】

▼
男
子
60
歳
未
満
の
部（
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
）

　

第
１
位　

内
村　

真
吾（
老
竹
地
区
）

▼
男
子
60
歳
以
上
の
部（
ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
）

　

第
１
位　

西　
　

千
尋（
上
場
地
区
）

【
ク
レ
ー
射
撃
】

▼
団
体
の
部

　

第
２
位　

湧
水
町

▼
個
人
の
部（
ト
ラ
ッ
プ
）

　

第
２
位　

白
石　

達
史（
西
下
場
地
区
）

　

第
３
位　

中
原　

正
春（
上
場
地
区
）

▼
吉
松
中
３
年

　

古
川　

琴
美（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

▼
栗
野
中
３
年

　

川
島　

空
来（
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
）

第
81
回
宮
之
城
水
泳
競
技
会

霧
島
市
み
や
ま
の
森
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

第
36
回
鹿
児
島
空
港
山
陵
旗

争
奪
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
50
回
姶
良
地
区
体
育
大
会

平
成
30
年
度｢

か
ご
し
ま
国
体
『
チ
ー
ム
か
ご
し

ま
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

に
係
る｢

チ
ー
ム
か
ご
し

ま｣

ジ
ュ
ニ
ア
ア
ス
リ
ー
ト
に
認
定

鹿
児
島
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
権

水
泳
競
技
大
会

第
10
回
ハ
ヤ
カ
ワ
カ
ッ
プ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第
５
回
全
九
州
少
年
少
女

空
手
道
選
手
権
大
会
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ゆうすいの街角

ゆうすいの話題

湧
水
町
木
場
（
上
場
地
区
在
住
）

の
瀬
戸
山
信
一
さ
ん
・
康
子
さ
ん
ご

夫
妻
は
、
飲
食
店
「
食
彩
工
房 

せ
と

や
ま
」
を
営
む
傍
ら
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
海
外
留
学
生
の
民
泊
体
験
の
受

入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

留
学
生
の
受
入
れ
は
今
年
で
４
年

目
と
な
り
、
今
回
は
７
月
８
日
～
22

日
ま
で
の
期
間
、
香
港
と
台
湾
か

ら
、
日
本
語
や
日
本
の
文
化
を
学
ば

れ
て
い
る
２
名
の
大
学
生
を
受
入
れ

ま
し
た
。

留
学
生
の
受
入
れ
に
参
加
し
よ
う

と
考
え
た
き
っ
か
け
は
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
湧
水
で
農
家
民
泊
の
受

入
れ
を
体
験
さ
れ
た
こ
と
で
、
海
外

留
学
生
と
の
交
流
に
も
興
味
を
持
た

れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
そ
う
で

す
。ま

た
、
夫
の
信
一
さ
ん
は
、「
今

地
域
ぐ
る
み
で
上
場
地
区
を
盛
り
上

げ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
が
、
町
外

の
方
々
は
こ
の
地
区
を
知
ら
な
い
人

が
多
い
。
海
外
か
ら
の
留
学
生
と
の

様
々
な
体
験
を
通
じ
て
、
新
し
い
風

を
吹
き
込
む
こ
と
で
、
少
し
で
も
上

場
小
学
校
や
地
区
の
活
性
化
に
貢
献

で
き
れ
ば
」
と
想
い
を
語
ら
れ
ま
し

た
。ご

夫
妻
は
留
学
生
た
ち
に
、
日
本

の
文
化
を
少
し
で
も
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
お
店
の
手
伝
い
や
、
上
場
小

学
校
の
児
童
や
か
が
や
き
保
育
園
の

園
児
と
の
交
流
、
地
域
の
行
事
や
観

光
地
な
ど
を
案
内
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
長
期
間
の
受
入
れ

や
、
文
化
の
違
い
な
ど
に
も
苦
労
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
三
年
前

に
来
た
留
学
生
と
今
で
も
連
絡
を
取

り
合
っ
て
お
り
、「
私
達
を
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
と
呼
ん
で
く
れ
る
ん

で
す
」
と
妻
の
康
子
さ
ん
は
嬉
し
そ

う
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

長
期
間
の
滞
在
を
通
じ
て
、
留
学

生
を
お
客
様
と
し
て
で
は
な
く
、「
家

族
」
と
し
て
接
す
る
こ
と
で
、
国
境

を
越
え
た
深
い
絆
で
結
ば
れ
て
い
ま

し
た
。

６
月
28
日
か
ら
７
月
８
日
頃
に
か
け
て
、
西
日
本

を
中
心
に
全
国
的
に
広
い
範
囲
で
記
録
さ
れ
た
集
中

豪
雨
に
よ
り
、
各
地
で
甚
大
な
被
害
に
見
舞
わ
れ
て

お
り
ま
す
。

本
町
で
は
今
回
、
自
治
体
支
援
と
し
て
、
被
害
を

受
け
た
岡
山
県
の
井
原
市
、
倉
敷
市
に
赴
き
、
井
原

市
に
は
復
旧
作
業
時
の
マ
ス
ク
、
倉
敷
市
真
備
町
に

は
紙
お
む
つ
や
マ
ス
ク
、
長
期
間
の
保
存
が
可
能
な

飲
料
水
な
ど
の
支
援
物
資
を
届
け
ま
し
た
。
特
に
倉

敷
市
真
備
町
で
は
、
大
規
模
な
浸
水
被
害
に
よ
り
、

多
く
の
方
々
が
居
住
で
き
る
状
況
で
は
な
く
、
避
難

生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
町
も
、
平
成
18
年
の
７
月
豪
雨
に
よ
る
洪
水
で

被
災
し
た
経
験
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
支
援
物

資
で
、
被
災
さ
れ
た
住
民
の
生
活
へ
の
一
助
と
な
る

こ
と
を
願
う
と
共
に
、
１
日
で
も
早
い
復
興
を
心
よ

り
祈
念
い
た
し
ま
す
。

ご
夫
婦
で
ま
ち
を
盛
上
げ
隊

7
18 支援物資を岡山県井原市と倉敷市へ

↑支援物資出発式の様子（役場栗野庁舎）

↑道路脇に積み上げられた家財ゴミ（倉敷市真備町）

↑海外留学生と 妻 康子さん

↑上場地区の方々との交流会
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ゆうすいの話題

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
皆
様
か
ら
の
情
報
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

℡
７
４‒

３
１
１
１
（
２
２
１
２
）

消
防
団
員
の
ポ
ン
プ
操
法
技
術
の
向
上
を
図
り
、
火
災
時
の

消
火
活
動
を
万
全
な
も
の
に
し
、
併
せ
て
消
防
団
の
士
気
と
そ

の
存
在
を
示
し
、
住
民
へ
の
信
頼
を
増
幅
さ
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、
平
成
30
年
度
鹿
児
島
県
消
防
協
会
姶
良
伊
佐
支
部
消

防
操
法
大
会
が
、
霧
島
市
消
防
局
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
火
災
時
の
消
火
活
動
を
想
定
し
、
消
防
ポ
ン

プ
か
ら
ホ
ー
ス
を
延
長
し
て
標
的
に
放
水
し
、
消
火
活
動
を
終

了
す
る
ま
で
の
、俊
敏
性
及
び
確
実
性
を
競
い
合
う
も
の
で
す
。

姶
良
伊
佐
支
部
か
ら
４
市
町
が
参
加
し
、「
小
型
ポ
ン
プ
の

部
」
及
び
「
ポ
ン
プ
車
の
部
」
の
２
種
目
に
お
い
て
、
本
町
か

ら
町
操
法
大
会
で
優
勝
し
た
米
永
分
団
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
、

栗
野
中
央
分
団
が
ポ
ン
プ
車
の
部
へ
参
加
し
ま
し
た
。

多
く
の
観
客
が
見
守
る
中
、
惜
し
く
も
優
勝
は
成
り
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
両
分
団
の
堂
々
と
正
確
で
機
敏
な
規
律
動
作
に
、

来
場
者
か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

7
22 姶良伊佐支部消防操法大会

7
22

7
25 霧島えびの高原

エクストリームトレイル
アフタヌーン ･コンサート

を開催

霧
島
・
え
び
の
高
原
エ
ク
ス
ト
リ
ー

ム
ト
レ
イ
ル
が
開
催
さ
れ
、
霧
島
山
を

中
心
に
、
え
び
の
高
原
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク

広
場
と
栗
野
岳
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村

を
折
り
返
し
点
と
す
る
踏
破
延
長
37
㎞

の
シ
ョ
ー
ト
コ
ー
ス
と
、
63
㎞
の
ロ
ン

グ
コ
ー
ス
の
周
回
コ
ー
ス
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
早
朝
5
時
に
え
び
の
高
原
を

ス
タ
ー
ト
し
た
選
手
は
、
午
前
7
時
頃

に
休
憩
所
で
あ
る
栗
野
岳
エ
イ
ド
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
到
着
し
ま
し
た
。
休
憩

所
で
は
、
茶
花
亭
の
方
々
が
郷
土
料
理

の
ふ
る
ま
い
な
ど
の
お
も
て
な
し
を
行

い
、
大
好
評
で
し
た
。

霧
島
国
際
音
楽
祭
に
参
加
し
て
い
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
迎
え
、
い
き
い
き
セ

ン
タ
ー
く
り
の
郷
で
「
第
39
回
霧
島
国

際
音
楽
祭
湧
水
町
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン･

コ

ン
サ
ー
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
は
、
上
村
文
乃
さ
ん
（
チ
ェ
ロ
）、
金

井
玲
子
さ
ん(

ピ
ア
ノ)

に
よ
る
コ
ン

サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
々

が
来
場
さ
れ
、
一
流
の
奏
者
に
よ
る
世

界
の
名
曲
の
旋
律
の
な
か
、
ゆ
っ
た
り

と
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し

た
。

↑小型ポンプの部に出場された米永分団

↑ポンプ車の部に出場された栗野中央分団
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●
義
弘
公
の
誕
生

天
文
四
年
（
１
５
３
５
）、
現
在
の
日
置
市
に
あ
っ
た
伊
作
亀
丸
城

に
貴
久
の
次
男
と
し
て
産
ま
れ
ま
し
た
。
通
称
は
又ま

た
し
ろ
う

四
郎
、
法
名
は

松し
ょ
う
れ
い
じ
て
い
あ
ん
じ
ゅ

齢
自
貞
庵
主
、
号
は
惟い
し
ん新
、
官
職
は
兵ひ
ょ
う
ご
の
か
み

庫
頭
、
実
名
は
忠た
だ
ひ
ら平
で
す
。
兄

は
17
代
守
護
職
と
な
る
義
久
、
三
男
が
宮
之
城
主
と
な
る
歳
久
、
四
男
が

佐
土
原
城
主
と
な
る
家
久
で
す
。
父
の
貴
久
の
教
え
を
受
け
た
の
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
で
す
が
、「
い
ろ
は
歌
」
で
知
ら
れ
る
祖
父
の
日じ

っ
し
ん
こ
う
た
だ
よ
し

新
公
忠
良

に
も
厳
し
く
育
て
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
年
齢
は
10
歳
ほ
ど
離
れ
て
い
ま

し
た
が
、
後
に
鬼
武
蔵
と
恐
れ
ら
れ
た
新に

い
ろ
た
だ
も
と

納
忠
元
と
兄
弟
の
よ
う
に
育
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
義
弘
公
は
祖
父
や
父
親
の
教
え
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
忠
元
と
兄
弟
の
よ
う
に
育
っ
た
こ
と
で
幼
く
し
て
英
傑
と
し
て

の
心
構
え
が
培
わ
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
祖
父
日
新
公
の
「
い
ろ

は
歌
」
を
日
々
実
践
し
て
行
く
こ
と
で
、
後
に
名
将
の
誉
れ
高
い
武
将
に

な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
。
忠
良
は
の
ち
に
義
弘
の
こ
と
を
「
雄

武
英
略
を
も
っ
て
他
に
傑
出
す
る
」
と
高
く
評
し
て
い
ま
す
。

義
弘
公
の
初
陣
は
、
天
文
23
年
（
１
５
５
４
）
19
歳
の
と
き
で
す
。
現

在
の
姶
良
市
平
松
に
あ
っ
た
岩い

わ
つ
る
ぎ

剣
城
の
攻
略
に
参
陣
し
て
い
ま
す
。
こ
の

城
は
蒲
生
氏
の
城
砦
で
、
攻
防
は
海

陸
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
半
月
を
要

し
た
ほ
ど
の
激
戦
で
し
た
。
島
津
方

は
こ
の
攻
防
戦
で
、
初
め
て
西
洋
式

の
鉄
砲
を
用
い
て
い
ま
す
。
天
正
３

年(

１
５
７
５)

、
織
田
信
長
・
徳
川
家

康
の
連
合
軍
が
長
篠
の
戦
で
鉄
砲
を
使

用
し
て
武
田
軍
を
打
ち
破
っ
て
い
ま
す

が
、
長
篠
の
戦
に
先
立
つ
こ
と
お
よ
そ

20
年
前
の
こ
と
で
す
。
こ
の
戦
い
に
29

歳
の
新
納
忠
元
も
参
陣
し
て
い
ま
す
。

永
禄
５
年
（
１
５
６
２
）、
義
弘
は

島
津
忠た

だ
ち
か親
の
養
子
と
な
り
、
現
在
の

宮
崎
県
日
南
市
の
飫お

び肥
城
に
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
永
禄
７
年
（
１
５
６

４
）、
29
歳
の
と
き
、
加
世
田
か
ら
え

び
の
市
飯
野
に
移
り
ま
す
。

永
禄
以
前
か
ら
日
向
の
伊
東
氏
、

人
吉
の
相
良
氏
、
大
口
の
菱
刈
氏
、

横
川
の
北
原
氏
と
対
立
し
て
い
ま
し

た
。
北
原
氏
は
長
い
あ
い
だ
真
幸
院

を
支
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
内
紛
に

よ
り
勢
力
が
弱
く
な
り
、
隣
接
す
る

伊
東
氏
や
相
良
氏
に
対
抗
で
き
な
く

な
っ
た
の
で
、
北
原
氏
を
伊
集
院
の

神こ
ど
ん殿
に
移
し
ま
す
。
北
原
氏
に
代
え

て
義
弘
公
を
飯
野
に
移
し
、
真
幸
院
の
守
り
を
固
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
古
文
書
の
横
川
軍
記
・
栗
野
由
来
記
・
横
川
城
攻
め
に
よ
れ
ば
、
永

禄
５
年
（
１
５
６
２
）、
義
弘
公
は
飯
野
か
ら
６
５
２
１
人
の
兵
を
率
い

て
島
津
方
の
総
大
将
と
し
て
、
横
川
城
主
の
北
原
伊
勢
守
を
攻
め
滅
ぼ
し

て
い
ま
す
。
飯
野
城
に
移
っ
た
の
は
永
禄
７
年
（
１
５
６
４
）
で
す
が
、

移
る
に
あ
た
っ
て
飯
野
城
の
改
修
を
行
っ
て
お
り
、
は
っ
き
り
し
た
記
録

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
２
～
３
年
の
あ
い
だ
吉
松
の
亀
靍
城
に
居
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

寄
稿
・
市
来
隼
人
氏
（
上
場
地
区
）

平成31年は島津義弘公没後400年 Vol.3

【
日
新
公
い
ろ
は
歌
】

は
　
は
か
な
く
も
明
日
の
命
を
頼
む
か
な
、
今
日
も
今
日
も
と
学
び

を
ば
せ
ぞ　
（
人
間
明
日
の
事
は
わ
か
ら
な
い
。
毎
日
毎
日
、
勉
強

し
て
無
駄
に
過
ご
す
な
。）

に
　
似
た
る
こ
そ
友
と
し
よ
け
れ
交
は
ら
ば
、
我
に
ま
す
人
お
と
な

し
き
人
　（
似
た
者
同
士
で
付
き
合
う
と
進
歩
が
な
い
。
自
分
よ
り

優
れ
た
人
と
付
き
合
い
な
さ
い
。）

義弘の生誕地・伊作亀丸城（日置市）

初陣を飾った岩剣城（姶良市重富）
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イヌマキ（ラカンマキ）の被害にご注意
キオビエダシャクは，イヌマキやナギの葉を食べる害虫です。年数回発生し，幼虫は葉を丸坊主
になるまで食害することもあり，被害木が枯死することもあります。
近年，鹿児島県において被害区域が拡大しており，本町でも昨年度は大量発生の情報が報告され
ています。
所有されているイヌマキやナギを定期的に点検し，幼虫の早期発見及び防除に努めてください。

【防除方法】
○少数発生の時は，木を揺すり，落下した幼虫を捕殺又は拾い集めて焼却して下さい。
○大発生の時は，トレボン乳剤(四千倍希釈)又はスプラサイド乳剤(千五百～２千倍希釈)を散布して

下さい。なお，薬剤を散布する場合は，近隣に飛散しないよう強風を避けて散布して下さい。また，
自身で散布が難しいときは，シルバー人材センター等にご相談下さい。

○トレボン乳剤及びスプラサイド乳剤は，あいら農協又は北姶良森林組合でも取り扱っています。

【生態等】
１　成虫の大きさは，開長約６cm，体

長約２cmです。全体的に濃紺で，羽
には黄色の帯があります。（写真左）

１　幼虫の大きさは，体長約５cmで
す。オレンジ色，黒色（灰色）及び黄
色の模様をしたシャクトリムシで
す。（写真右）

農業委員会では，毎年農地がどのように利用がなされているか，遊休農地化していないか等
を調査する「農地利用状況調査」を，町内全域において実施しています。

この「農地利用状況調査」は，農地法により調査が義務付けられており，この調査の結果に
より遊休農地や耕作者が不在の農地などがある場合は，農地の所有者に対し，今後農地をどの
ように利用されるのかを調査する「利用意向調査」
を実施するようになっております。

平成３０年度においても，８月から９月までの
２ケ月間を調査期間として，農業委員と農地利用
最適化推進委員が調査を実施しています。そのた
め，場合によっては皆様の農地に立入調査を行う
場合があります。この場合，身分証明書を携行し，
農業委員会の帽子を着用しておりますので，ご協
力とご理解をいただきますようお願いします。

平成30年度農地利用状況調査の実施について

調査実施のための現地検討会

問合せ先 栗野庁舎　農林課　　　　　　℡：74－3111（内線2232）
吉松庁舎　まちづくり推進課　℡：75－2111（内線3104）
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問合せ先 栗野庁舎　保健衛生課　℡：74－3111（内線2124）
吉松庁舎　地域総務課　℡：75－2111（内線3117）

国
保
だ
よ
り

70歳〜74歳の方の高額療養費の
自己負担限度額が見直されます

平成30年
8 月から

　平成30年8月診療分から，国保制度改革により，高額療養費の所得区分が課税所得
等に応じて，現役並み所得者は下記の表のとおり3つに区分され限度額が変更されま
す。
　また，従来どおり限度額認定証（申請により交付）を提示することにより，医療機
関の窓口での支払いは限度額までとなります。
（７０歳歳未満の人の自己負担限度額は据え置かれます。）

※多数回該当とは，過去12か月以内に，同じ世帯での支給が４回以上あった場合の４回目以降の限
度額です。

▼平成３０年７月診療分まで

▼平成３０年８月診療分から

所得区分
自己負担限度額（月額）

外来（個人単位） 外来 + 入院（世帯単位）

現役並み所得者 ５７，６００円 80,100 円＋ ( 医療費－ 267,000 円 ) × 1％
＜多数回該当　44,400 円＞

一般 14,000 円
年間上限 14.4 万円

57,600 円
＜多数回該当　44,400 円＞

住民税
非課税
世　帯

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円

所得区分
自己負担限度額（月額）

外来（個人単位） 外来 + 入院（世帯単位）

課税所得 690 万円以上 252,600 円＋（総医療費 -842,000 円）×１％ 
＜多数回該当　140,100 円＞

課税所得 380 万円以上 167,400 円＋（総医療費 -558,000 円）×１％
＜多数回該当　93,000 円＞

課税所得 145 万円以上 80,100 円＋（総医療費 -267,000 円）×１％
＜多数回該当　44,400 円＞

一般 18,000 円
年間上限 14.4 万円

57,600 円
＜多数回該当　44,400 円＞

住民税
非課税
世　帯

低所得者Ⅱ 8,000 円 24,600 円

低所得者Ⅰ 8,000 円 15,000 円
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納税相談窓口 栗野庁舎　税務課　管理収納係　℡：74-3111（内線2143）

国民健康保険税の課税限度額等の改正について

保険証更新：「期限付被保険者証」と「資格証明書」について

8月は「鹿児島県県下一斉国民健康保険税滞納整理強化月間」です！

平成３０年度税制改正により，国民健康保険税の課税限度額及び低所得者に対する国民健康保険
税の軽減判定所得の見直しが次のとおり行われました。

１．保険証の更新（定期の更新）
国民健康保険では毎年１回，被保険者証を７月中旬に更新しています。

（８月１日から翌年７月３１日までの有効期間１２ヶ月の保険証です）

２．期限付被保険者証
過年度分保険税の滞納者が，納税相談等において誓約書を提出し，取り決めた納付方法を履行し

ている場合には，通常よりも有効期間が短い保険証「期限付被保険者証」を交付することになります。
保険税の滞納状況が改善された場合には，より有効期間の長い被保険者証や通常の保険証へ切り

替ることになります。

３．資格証明書
過年度分保険税の滞納者が，納税相談に応じなかったり，納税相談等で取り決めた納付方法を履

行しなかったりした場合には，「資格証明書」を交付することになります。
「資格証明書」は，医療機関窓口で一旦，医療費の１０割（全額）をお支払い頂き，後日申請により，

給付割合相当分を返金することになります。
保険税の滞納状況が改善された場合には，より有効期間の長い被保険者証や通常の保険証へ切り

替ることになります。

国民健康保険税は国民健康保険制度を支える貴重な財源です。今年度から湧水町を含む県内すべ
ての市町村で８月と１２月を「鹿児島県県下一斉国民健康保険税滞納整理強化月間」と定め，納税
意識を高める取組と納税相談等を実施します。

※ 災害，失業，病気等のやむを得ない事情で国民健康保険税を納期限までに納めることができな
い場合は，早めに税務課へご相談ください。

※ 納期内納付へのご理解とご協力をお願いします。

課税限度額 ( 改正前 ) 課税限度額（改正後 )

基礎課税額 ５４万円 ５８万円

後期高齢者支援金等課税額 １９万円 １９万円

介護給付金課税額 １６万円 １６万円

軽減判定所得 ( 改正前 ) 軽減判定所得 ( 改正後 )

７割軽減基準額 基礎控除額　３３万円 基礎控除額　３３万円

５割軽減基準額 ３３万円＋２７万円× ( 被保険者数 ) ３３万円＋ 27.5 万円× ( 被保険者数 )

２割軽減基準額 ３３万円＋４９万円× ( 被保険者数 ) ３３万円＋５０万円× ( 被保険者数 )
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7 月 16 日 海の日
としょかんまつり イン・サマー

大盛況でした！

たくさんのご参加
ありがとうございました

　開館時間：午前１０時～午後６時（ただし毎週金曜日は午後 7 時まで開館）
　休 館 日：毎週月曜日，祝日（ こどもの日，海の日，文化の日を除く ），　毎月第４木曜日，
　　　　　　 年末年始（１２/ ２９～１/ ３），特別館内整理期間（９/10 ～ 9/20）
　問合せ先：くりの図書館　℡７４－１８２１

くりの図書館に行こう！

【日時】：８月５日㈰・１９日㈰・２６日㈰
　　　　午後 2 時〜
【場所】：図書館２階　創作室１
※途中参加・退場OK！　※参加費無料

【内容】ブックトーク（約１５分程度）
　　　　DVD 上映　 　（約３０分程度）
　　　　折り紙教室　　（約４０分程度）
　　　『いろんな生き物を折ってみよう！』
　　　　講師：岩下　広美さん

海の日は祝日開館し，イベントを開催しました。
1 日で約 480 名の方が来館してくださり，にぎやかな 1 日になりました。

「手作りてっぽうで
的あてゲーム！」

夏
なつやす

休みこども映
えいがじょうえいかい

画上映会

８月は毎日開館！
あそびにきてね。

　

お
は
な
し
会
で
は
、
海
や
夏
に

関
す
る
絵
本
・
紙
し
ば
い
の
読
み

聞
か
せ
や
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な

ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

創
作
教
室
は
、
轟
地
区
在
住
の

老
谷
浩
二
さ
ん
を
講
師
に
招
き
、

切
り
抜
い
た
板
を
組
み
合
わ
せ
て

手
作
り
て
っ
ぽ
う
を
作
り
ま
し
た
。

　

家
族
や
お
友
達
と
楽
し
く
工
作

に
取
り
組
み
、
お
手
製
の
て
っ
ぽ

う
で
ゴ
ム
を
と
ば
し
て
行
な
う
、

的
あ
て
ゲ
ー
ム
は
大
変
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
方
が
参

加
く
だ
さ
り
、
楽
し
い
一
日
に
な

り
ま
し
た
。

職員・三流亭 微苦笑さんによるおはなし会

創作教室

 椋
むくはとじゅう

鳩 十作品も上映します！
夏休みは貸出が集中します。
お早目にご活用ください！

夏のブックリサイクル 7/16 〜 8/12　

古
く
な
っ
た
雑
誌

や
本
を
差
し
上
げ
て

い
ま
す
。
初
日
の
開

館
直
後
か
ら
多
く
の

方
が
来
館
さ
れ
、
大

変
好
評
で
す
。
秋
に

も
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク

ル
を
行
い
ま
す
。
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

夏
休
み
の
自
由
研
究
・

工
作
の
本
あ
り
ま
す
！
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こんにちは。福重ひとみです。東京から移住して，早いもので１年が経ちました。
移住した当初は，皆さんの話す鹿児島弁がなかなか聞き取れなかったり，お醤油やお味噌の
甘さに驚いたり，何でもない日常の田園風景の美しさに泣きそうになったり，東京では味わう
事のできない日々に毎日感動していました。この１年間の中で，少しずつ湧水町の事を学び，
色々なイベントに参加させて頂き，たくさんの素敵な方に出会うことができました。日々，分
からないことだらけで，たくさん失敗もしました。でも，湧水町には町の事や暮らしについて
詳しく教えてくださる方がたくさんいて，支えてくれたり，見守ってくださる温かい人ばかり
なので，ここで暮らしていきたいと実感した１年でもありました。
まだまだ湧水町歴１年の若輩者ではありますが，私のように移住したい，また，湧水町に帰
郷したいという方のきっかけになれればと「湧水町で暮らしてみませんか？」という移住スター
ターガイドブックを作成しました。湧水町の魅力の紹介や，Uターン・I ターンされた方々の
素敵な暮らし，また町の支援などを掲載しています。こちらは湧
水町役場等で配布しています。また町のホームページにも掲載し
ておりますので，お気軽にご覧ください。

７月８日（日）に，東京都千代田区有楽町のふるさと回帰支援センターで開催された「かご
しま移住・交流セミナー」に初めて参加し，このガイドブックを使用しながら，湧水町の自然
や人の魅力について紹介いたしました。セミナーには，鹿児島県内の１１市町村と，関東在住
で２７名の移住希望者が参加され，湧水町の町名の美しさや，湧き水の豊富さに驚かれていま
した。初めてこのようなセミナーに参加して，とても緊張しました。反省点もたくさんありま
す。今後は，この経験を活かして，日々学びながら，湧水町の暮らしの魅力を発信し続けてい
きたいと思いますので，湧水町の皆さま，引き続きご指導ご鞭撻のほど，よろしくお願いいた
します！

地域おこし協力隊活動報告
隊員の福

ふ く し げ

重ひとみ

☆地域おこし協力隊ブログ『ゆうすいブログ』で検索！　　URL：https://www.地域おこし.com/

↑　移住スターターガイドブックの表紙・町の魅力紹介ページ　↑

↑　かごしま移住・交流セミナーの様子　↑
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＊ソフィア・ラーダーの国際交流日記＊

～お酒の規則について～
私は，普段はお酒を飲みませんが，アメリカと日本に住むなかで，両

国のアルコールに対する考え方が少し分かるようになりました。今回は
その考え方の相違点について話したいと思います。

日本に来て，一番驚かされたことは身分証明書を見せずにお酒が注文
できるということです。アメリカでは，子どもにお酒を売るレストラン
やお店は罰金を払ったり，アルコール飲料の販売許可証を取り消された
りします。また店主が懲役刑に処される場合もあります。ですから，親
と一緒にいなければ，若く見える客は「身分証明書を見せてください」とよく言われます。店員が
聞き忘れても罰になることもあるそうです。３０歳の姉もよく聞かれます。厳しいですね。しかし，
日本ではそういうことはないと思います。　

私は，湧水町に来てから「学生ですか？」と何回も聞かれたことはありますが，お酒を買う時に
「２０歳以上である証明書を出してください」と言われたことは一回もありません。もし，大人び
た高校生が私服を着てコンビニに行ったら，普通にお酒が買えるでしょうか。日本の社会は，子ど
もがルールを守っていれば大人はそれを信用するので，聞く必要がないのかなと思います。また，
もう一つのことに驚かされました。日本では，路上や公共の場所で酔っぱらって寝ている人がいて，
とても驚きました。なぜなら，アメリカでは駅やコンビニの前など公共の場所で酔っ払うことが禁
止され，倒れて寝るのもだめだからです。これは，酔っ払いが電車の中や路上で暴れることを防ぐ
ためだそうです。帰るときは誰かに乗せてもらうより仕方がないです。警察は，疑いがあれば飲
酒検査を行い，結果によれば逮捕することもあります。皆さんはアメリカの規則は厳しいと思いま
すか？お酒を購入するときに証明書を見せるように言われたことありますか？今回は以上になりま
す。来月もよろしくお願いします。

　
短
　
　
歌

幽
か
な
る
亡
姉
の
声
す
る
初
彼
岸
目
覚
め
て
遠
き
せ
せ
ら
ぎ
を
聴
く　
　
　
　
　
　
　

﨑
田　

ユ
ミ

五
月
晴
れ
田
植
準
備
の
耕
運
機
親
の
小
言
に
頷
き
動
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

綾
子

「
只
今
」
と
汗
か
き
乍
ら
帰
り
来
し
息
子
は
首
ふ
り
ネ
ク
タ
イ
緩
む　
　
　
　
　
　
　

坂
元　

美
子

め
ぐ
り
会
い
家
族
と
な
り
て
五
十
年
言
葉
少
な
く
今
日
も
暮
れ
た
り　
　
　
　
　
　
　

今
西　

麗
子

「
銭ぜ
に

金か
ね

じ
ゃ
な
い
よ
心
」
言
ひ
ゐ
た
る
凡
夫
な
る
亡は

は母
凡
夫
な
る
わ
れ　
　
　
　
　
　

榎
木
志
津
代

「
航
聖
は
県
で
優
勝
！
」
と
の
ラ
イ
ン　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
図
柄
の
一
個　
　
　
　
　

福
田
三
四
五

竹
林
は
竹
ノ
子
ぐ
い
ぐ
い
く
ら
べ
っ
こ
賑
わ
う
五さ
つ
き月
春
の
食
材　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
村
美
代
子

眠
ら
れ
ず
音
楽
を
き
け
ば
イ
ヤ
ホ
ン
に
別
れ
し
友
の
塩
辛
声　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原
口　

信
子

亡
き
妻
が
使
い
お
り
た
る
布
ぎ
れ
を
写
真
に
張
を
こ
め
て
張
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
保　

隆
雄

出で
た
ら
め

鱈
目
な
歌
を
詠
ん
で
は
ひ
と
り
笑
む
誰
に
も
言
へ
ず
誰
に
も
見
せ
ず　
　
　
　
　
　

抜
水
ふ
く
代

真
夜
中
の
眠
れ
ぬ
闇
に
音
拾
う
雨
粒
流
れ
跳
ね
返
り
打
つ
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

笹
田
て
い
子

　
川
　
　
柳

福
祉
デ
ー
職
員
皆
の
お
も
て
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
田
シ
ゲ
子

　
俳
　
　
句

天
帝
に
泰
山
木
の
捧
げ
咲
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

綾
織　

統
一

真
夏
日
や
ビ
ル
ト
ト
ッ
プ
が
半
開
き　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
屋　

雪
泊

国く
に
ざ
か
い
境
ア
イ
ド
ル
兵
も
夏
衣　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
園
ら
ん
子

　

薩
摩
狂
句 

（
唱
）
福
田
三
四
五  

は
ら
は
ら
ち
名
前
が
出
ら
ん
友ど
達
し
出で

お逢
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
総が
ん
ぶ
い

入
歯

　
（
唱
）「
お
ま
ん
さ
あ
」
ち
ゅ
う
良
か
手
も
ご
あ
し

助じ
ょ
し
ゅ
せ
っ

手
席
の
窓
い
当
た
っ
た
枝え

い
避よ

け
っ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
ょ
っ
し
も
た

　
（
唱
）
低ひ
っ

か
陸り
っ
き
ょ橋
下
じ
ゃ
頭
び
ん
た
を
下さ

げ
っ

爺じ

が
言ゆ

ご通
っ
食
ち
ゃ
寝
食く

ち
ゃ
寝
で
メ
タ
ボ
腹ば
ら　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

店
ん
幸さ
っ

ち
ゃ
ん

　
（
唱
）
認
め
ん
訳
い
い
か
ん
よ
な
容よ

姿

・
こ
の
「
ゆ
う
す
い
文
芸
」
コ
ー
ナ
ー
に
句
を
掲
載
し
た
い

方
は
、
毎
月
15
日
ま
で
に
栗
野
中
央
公
民
館
ま
で
お
届
け

く
だ
さ
い
。

し
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湧水町地域おこし協力隊 3 号 佐々木公美隊員による
観光協会ネットショプ

http://www. ゆうすい . com

オープン
　しまし

た！

このサイトは，鹿児島県の霧島山麓湧水町観光協
会が運営する，湧水町自慢の特産品を購入できる通
販サイトです。
湧水町は綺麗な湧き水に恵まれる町。その水を生
む大自然も魅力いっぱいです。
そんな湧水町が生み出したバラエティ豊かな特産
品を取りそろえています。
「湧水町のものを食べてみたい！」「あの懐かしい
味を都会でも楽しみたい！」という時にお役に立つ
ことができれば。
どうぞ遠方の方へご紹介ください。
（なお，こちらの商品は観光協会（栗野駅）でお
買い求めいただくこともできます）

【現在 お取り扱い生産者】
■仮屋 産業…竹の箸
■神田 茶園…湧水茶 湧水茶
■Garage・U…ハンドメイドアクセサリー・　
　　　　　　　雑貨
■寒蘭・えびねのお店まりあ…プラント
■Huckleberry Coffee…コーヒー豆
■きくすい堂…お菓子
■吉松物産館ふれあい市場…ゆうすい野菜
■福永商店…灰干し
■mie …ハンドメイドアクセサリー・雑貨

■ふとんの宇都…オーダメイド布団
■お茶の野本園…湧水茶湧水茶・お菓子

（順不同）
順次掲載していく予定です 。

【掲載商品　大募集中】
◯湧水町内で特産品生産・販売・開発などに取り組んでいる方をバックアップ・PRします。
◯発送などのネットショップに関わる業務は代行します。
◯説明会（随時）
〈問合せ先〉℡74-5690（観光協会）地域おこし協力隊　佐々木まで

町内の生産者様のPRのお役にたつことが
できればという想いで，作成しました。
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事業者の方を対象として，消費税の軽減税率制度に関する説明会を開催します。
多くの事業者の方に関係のある制度ですので，是非，お越しください。

消費税軽減税率制度説明会のご案内

◎　消費税の軽減税率制度は，平成31年（２０１９年）10月1日からの消費税率10％への引
上げと同時に実施されます。

◎　軽減対象品目の取扱いがある消費税の課税事業者の方だけでなく，例えば，会議費や交際
費として飲食料品等を購入する事業者の方や消費税の免税事業者の方も，取扱商品の適用税
率の確認や適用税率ごとの区分経理など，制度の実施に向けた準備が必要となります。

≪申込み・問合せ窓口≫　
　湧水町商工会　（℡：０９９５－７４－２２００　）
　申込受付期間　平成３０年８月１６日（木）～平成３０年８月２７日（月）

【開催日時・会場等】
日　　　時 会　　　場 備　　　考

平成３０年８月２９日（水）
14時～１６時

湧水町商工会　栗野本所　会議室
（姶良郡湧水町木場３００－１） 定員９０名

◎　会場の席数に限りがございますので，参加の際は事前に下記の窓口へお申込み願います。

湧水町公式マスコットキャラクター

お待たせしました！遂にゆうたんグッズが完成しました！
第 1 弾は…ぬいぐるみとぬいぐるみストラップ♪

ゆうたんグッズ
新発売

【ぬいぐるみ】
あなたの家にもゆうたんが★

1 体 2,000 円 1 個 600 円【ぬいぐるみストラップ】

販売場所　:　栗太郎館（霧島山麓湧水町観光協会）　 0995-74-5690

いつでもどこでもゆうたんと一緒★

約 20cm 約 7cm

丸池湧水の妖精ゆう
たん♪
水のしずくをイメー
ジしています。

バッグや携帯電話，鍵
などなど…
色んなものに付けられ
るストラップタイプ♪

細部までこだわった
刺繡がポイント！

四季折々の棚田をイ
メージしたおなか。

水のしずくをイ
メージしたしっ
ぽがポイント♪

小さいのに羽も
しっぽもちゃん
とあります！

背中の羽はパタ
パタと動かすこ
とができます。

後ろ姿は…
羽がついていてとっ
ても可愛い♡

後ろ姿は…
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～ブロック塀の安全対策について～
ブロック塀の維持管理は，所有者・管理者の責任であり，「ブロック塀の点検のチェックポ

イント」を用いて点検・診断し，危険性が確認された場合には，建築士や専門業者に相談する
とともに，付近通行者へ速やかな注意表示および補修・撤去等の対応をお願いします。

ブロック塀について以下の項目を点検し，ひとつでも不適合があれば危険なので改善しま
しょう。まず外観で１～５をチェックし，ひとつでも不適合がある場合や分からないことがあ
れば専門家に相談しましょう。

出典：パンフレット「地震からわが家を守ろう」日本建築防災協会　2013.1より一部改

□１．塀は高すぎないか
　　・塀の高さは地盤から2.2m以下か
□２．塀の厚みは十分か
　　・塀の厚みは10cm以上か
　　（塀の高さが２m～2.2mの場合は15cm以上）
□３．控え壁はあるか（塀の高さが1.2m超の場合）
　　・塀の長さが3.4m以下ごとに，塀の高さの1/5以上
　　　突出した控え壁があるか
□４．基礎はあるか
　　・コンクリートの基礎があるか
□５．塀は健全か
　　・塀に傾き，ひび割れはないか

問合せ先 栗野庁舎　まちづくり推進課　℡：74-3111（内線2242）

ひび割れ

鉄筋

厚さ

根入れ

控え壁

高さ

あなたの戸籍をつくるために
～無戸籍の方へ　あきらめないで～

戸籍は，日本国籍であることを証明できる唯一の公的証明です。
近年，日本人でありながら戸籍のない人（以下「無戸籍者」といいます。）がいることが社会問

題として取り上げられ，無戸籍者は１万人いるとの報道もされました。無戸籍者となった事情は様々
です。例えば，子を出産した母親が，子の血縁上の父が別にいることを理由に，民法の「離婚後
３００日以内に生まれた子は，元夫の子として戸籍に記載される」という決まりに従い，元夫の子
として出生届を提出するのをためらい，子が無戸籍者となっているなどの事情が考えられます。こ
の場合，生まれた子を血縁上の父の戸籍に記載するためには，家庭裁判所での手続が必要です。

鹿児島地方法務局では，無戸籍者又はその関係者から，無戸籍となった事情をうかがった上で，
どのような手続によって戸籍をつくることができるか一緒に考え，無戸籍状態の解消に向けた相談
支援を行っています。相談は無料です。

無戸籍でお悩みの方又は無戸籍者を知っている方は，まず御相談ください。

＜無戸籍者に関する相談窓口＞（平日午前８時３０分から午後５時１５分まで）
鹿児島地方法務局　戸 籍 課　℡：０９９－２５９－０６６８
　　　　　　　　　霧島支局　℡：０９９５－４５－００６４



21 　広報 ゆうすい  Vol. 161　2018.8 

名水丸池
感謝の夕べ

めい

かん しゃ ゆう

す い まる い け
第24回

竹灯篭が織りなす幽玄なる世界

平成30年9月1日㊏
18：00～21：00

日本名水百選 丸池公園
（鹿児島県姶良郡湧水町木場）

荒天順延
9月2日㊐

人と自然が織りなす
芸術のまち

湧水町

栗太郎
霧島山麓湧水町観光協会公式マス
コットキャラクター。じゃんけんが得意。

ゆうたん
湧水町公式マスコットキャラクター。
丸池湧水の妖精で、年齢は1132（い
いみず）歳。湧水町の焼酎を飲むこ
とや絵を描くのが大好きである。

丸
池
の
水
面
や
周
辺
に

約
１
０
０
０
本
の
竹
灯
篭
を
設
置
し
ま
す
。

竹
林
散
策
道
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

水辺のコンサート
18：00 栗野中学校音楽部
18：30 さつまっ娘
19：30 川畑 さゆり
 （喜界島出身の奄美島唄の歌手）

20：25 名水丸池感謝の舞
 「勝運太鼓創作神楽」
などイベントいっぱい！

※イベント内容は都合により変更となる場合があります。
※入場は無料です。ただし、駐車場に限りがありますので、JRをご利用ください。
※会場内には物産販売や飲食コーナーがあります。また、喜界島特産品コーナーも
ございますので、ぜひご利用ください。

●主催...................名水丸池感謝の夕べ実行委員会
●お問い合わせ.....霧島山麓湧水町観光協会　TEL: 0995-74-5690
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「
食
中
毒
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
」

　

高
温
多
湿
な
夏
は
、細
菌
性
食
中
毒

が
多
く
発
生
し
ま
す
。食
中
毒
菌
で
汚

染
さ
れ
て
い
る
か
は
、色
、香
り
、味
で

は
わ
か
り
ま
せ
ん
。食
中
毒
予
防
の
３

原
則
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▼
付
け
な
い

　

調
理
の
際
に
は
、必
ず
手
を
洗
い
ま

し
ょ
う
。肉
や
魚
を
扱
っ
た
ま
な
板
や

包
丁
は
、こ
ま
め
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼
増
や
さ
な
い

　

調
理
し
た
ら
す
ぐ
に
食
べ
ま
し
ょ

う
。保
存
す
る
場
合
は
、冷
め
た
ら
速
や

か
に
冷
蔵
庫
に
入
れ
ま
し
ょ
う
。

▼
や
っ
つ
け
る

　

料
理
は
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱

し
ま
し
ょ
う
。生
の
肉
や
魚
を
扱
っ
た

器
具
は
、洗
っ
た
後
、熱
湯
や
塩
素
系
漂

白
剤
で
殺
菌
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
先

  

県
庁
生
活
衛
生
課　

　

☎
０
９
９

−

２
８
６

−

２
７
８
６　

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９

−

２
８
６

−

５
５
６
２

「
か
ご
し
ま
マ
マ
パ
パ
講
座
」参

加
者
募
集

　

妊
婦
さ
ん
や
子
育
て
中
の
方
を
対
象

と
し
た｢

か
ご
し
ま
マ
マ
パ
パ
講
座｣

を
開
催
し
ま
す(

全
５
回)

。楽
し
く
子

育
て
が
で
き
る
コ
ツ
を
伝
授
し
ま
す
。

　
ぜ
ひ
、ご
家
族
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　

　

平
成
30
年
９
月
１
日(

土)　

　

13
時
～
15
時　

▼
場
所

　

鹿
児
島
県
庁
講
堂(

２
階)

▼
演
題

パ
パ
だ
っ
て
も
っ
と
楽
し
く
子
育

て
し
た
い
！ 

▼
講
師

徳
倉
康
之
氏(
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ

ザ
ー
リ
ン
グ・ジ
ャ
パ
ン)

※
参
加
に
あ
た
っ
て
は
Ｆ
Ａ
Ｘ・
郵
送

電
話・
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。詳
し
く
は
、県

Ｈ
Ｐ 

「
か
ご
し
ま
マ
マ
パ
パ
講
座
」

で
検
索
。

第
６
回
か
ご
し
ま・
人・
ま
ち・
デ

ザ
イ
ン
賞
の
募
集
案
内

　

個
性
豊
か
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
景
観
の

形
成
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、県
内
の
良
好
な
景
観
の
形
成
に
特

に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
を
表
彰
し
ま

す
。自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。多
数
の

御
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
応
募
期
限

　

平
成
30
年
９
月
25
日(

火)

ま
で

▼
応
募
方
法 

　

必
要
事
項
を
記
入
し
、県
庁
地
域
政

策
課
ま
た
は
県
地
域
振
興
局・
支
庁
総

務
企
画
課
地
域
振
興
係
に
郵
送
ま
た
は

持
参
、若
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
御
応
募
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
か
ご

し
ま・
人・
ま
ち・
デ
ザ
イ
ン
賞
」で

検
索
。

▼
問
合
せ
先

　

県
庁
地
域
政
策

　

☎
０
９
９

−
２
８
６

−

２
４
３
８

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９

−

２
８
６

−

５
５
２
９

「
人
権
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
」作
品
募
集

　

県
内
の
小・
中・
高
等
学
校
、特
別
支

援
学
校
に
在
学
中
の
児
童
生
徒
お
よ
び

一
般
の
方
を
対
象
に
、「
人
権
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
作
品
の
内
容

差
別
の
な
い
明
る
い
社
会
の
実
現

を
図
る
た
め
、日
常
の
身
近
な
題
材

に
よ
り
、基
本
的
人
権
の
尊
重・
擁

護
な
ど
を
訴
え
る
内
容
の
も
の

▼
募
集
作
品
の
用
紙
な
ど

画
用
紙
の
規
格
は「
４
つ
切
り・
縦

書
き
」

▼
応
募
期
限

　

平
成
30
年
９
月
30
日(

日)
ま
で

　

※
当
日
消
印
有
効

▼
応
募
方
法

県
庁
人
権
同
和
対
策
課
に
郵
送
ま

た
は
直
接
持
参
。

※
詳
し
く
は
、県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。(

「
人
権
啓
発
」で

検
索)

▼
問
合
せ
先

　

県
庁
人
権
同
和
対
策
課　

　

☎
０
９
９

−

２
８
６

−

２
５
７
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
９

−

２
８
６

−

５
５
４
３

平
成
30
年
度
高
圧
ガ
ス
製
造
保

安
責
任
者
等
国
家
試
験

▼
試
験
日

　

平
成
30
年
11
月
11
日(

日)

▼
会
場

　

鹿
児
島
市(

鹿
児
島
国
際
大
学)

　

奄
美
市　

(

鹿
児
島
県
大
島
支
庁)

▼
受
付
期
間

【
電
子
申
請
】平
成
30
年
８
月
17
日

(

金)

～
９
月
５
日(

水)

【
書
面
申
請
】平
成
30
年
８
月
17
日

(

金)

～
９
月
３
日(

月)

▼
願
書
配
布

　

平
成
30
年
７
月
９
日(

月)

以
降

▼
受
験
資
格

　

な
し

▼
試
験
区

化
学
、機
械(

乙
種)

、化
学（
丙
種
液

石・
特
別
）、冷
凍（
第
２・
第
３
）、販

売（
第
１・第
２
種
）設
備
士

▼
問
合
せ
先

　

☎
０
９
９

−

２
５
０

−

２
５
３
５

　

(

一
社)

鹿
児
島
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会
内

全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談
所

を
開
設
し
ま
す

▼
日
時

　

平
成
30
年
10
月
７
日（
日
）

　

10
時
～
16
時

▼
場
所

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局

（
鹿
児
島
市
鴨
池
新
町
１
番
２
号
）

▼
内
容（
相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守
）

【
無
料
相
談
会
】※
予
約
制

10
時
～
16
時

（
受
付
は
15
時
30
分
ま
で
）

登
記
、戸
籍・
国
籍
、供
託
、人
権
、公

証
の
相
談
な
ど

【
セ
ミ
ナ
ー
】※
申
込
み
制

13
時
30
分
～
14
時
40
分

公
証
人
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー

「
遺
言
に
つ
い
て
」定
員
50
人

▼
申
込
期
限

　

10
月
５
日（
金
）ま
で

▼
問
合
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
０
９
９

−

２
５
９

−

０
６
６
７

Infomation

　町などからのお知らせや
募集などの情報をお届け
します。

交通ルールを守りましょう

横川警察署管内の
死亡事故 0

ゼロ

 は
8月６日現在1,525日です。
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9 月 2日（日）
　林内科医院　　　　       75-2047
　ピアノ薬局　　　　       75-4526
9 月 9日（日）
　霧島桜ヶ丘病院    　　　78-3135
　さくらの杜薬局　　　　 78-8282
9 月 16日（日）
　大庭医院       　　　　　76-1984
　寺脇薬局   　　　   　　 76-2008

9 月 17日（月）
　田代医院　　　　　　74-2075
　アクア薬局   　　　　74-1078
9 月 23日（日）
　前田医院    　　　　  74-5001
9 月 24日（月）
　林内科医院     　       75-2047
　ピアノ薬局   　　　　75-4526
9 月 30日（日）
　ひらしまクリニック　74-2800
　くるみ薬局   　　　   74-5869

日曜・祝日在宅医（薬局）（９月）

７
月
１
日
（
日
）

・
町
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会

７
月
２
日
（
月
）

・
副
町
長
就
任
式
及
び
職
員
朝
礼

・
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
メ
ッ
セ
ー
ジ

伝
達
式

・
川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
及
び
川
内
川

上
流
河
川
改
修
期
成
同
盟
会
要
望
会

７
月
５
日
（
木
）

・
硫
黄
山
噴
火
対
応
産
地
緊
急
支
援
事
業

説
明
会

・
肥
薩
線
利
用
促
進
・
魅
力
発
信
協
議
会

定
期
総
会

・
九
州
南
部
「
川
と
森
」
の
県
際
交
流
推

進
会
議
総
会

７
月
６
日
（
金
）

・
硫
黄
山
噴
火
対
応
産
地
緊
急
支
援
事
業

説
明
会

・
霧
島
ア
ー
ト
の
森
特
別
企
画
展
「
井
上

涼
」
展
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

・
大
口
酒
造
㈱
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
寄
附

来
庁
対
応

７
月
９
日
（
月
）

・
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
夏
季
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

・
横
川
警
察
署
長
来
庁
対
応

・
地
域
経
済
委
員
会

７
月
10
日
（
火
）

・
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
議
会
臨
時
会

７
月
11
日
（
水
）

・
川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
及
び
川
内
川

上
流
河
川
改
修
期
成
同
盟
会
九
州
地
方

整
備
局
要
望
会

７
月
13
日
（
金
）

・
下
北
方
森
林
生
産
組
合
総
会

７
月
14
日
（
土
）

・
第
50
回
姶
良
地
区
体
育
大
会

７
月
15
日
（
日
）

・
第
50
回
姶
良
地
区
体
育
大
会
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
開
会
式

・
第
50
回
姶
良
地
区
体
育
大
会

７
月
17
日
（
火
）

・
あ
い
ら
農
協
組
合
及
び
あ
い
ら
共
同
㈱

硫
黄
山
噴
火
に
伴
う
寄
附
来
庁
対
応

・
姶
良
･
伊
佐
保
健
医
療
圏
地
域
医
療
構

想
調
整
会
議

７
月
18
日
（
水
）

・
西
日
本
豪
雨
災
害
に
伴
う
支
援
物
資
出

発
式

・
九
州
治
水
期
成
同
盟
連
合
会
中
央
要
望

会
７
月
19
日
（
木
）

・
九
州
治
水
期
成
同
盟
連
合
会
中
央
要
望

会
７
月
20
日
（
金
）

・
小
正
醸
造
㈱
来
庁
対
応

・
㈱
三
州
衛
生
公
社
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う

寄
附
来
庁
対
応

・
町
農
業
再
生
協
議
会
臨
時
総
会

・
青
少
年
全
国
大
会
激
励
会

７
月
22
日
（
日
）

・
霧
島
え
び
の
高
原
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ト
レ

イ
ル
２
０
１
８

・
姶
良
・
伊
佐
支
部
消
防
操
法
大
会

７
月
23
日
（
月
）

・
町
商
工
会
青
年
部
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う

寄
附
来
庁
対
応

・
秋
ま
つ
り
実
行
委
員
会

・
㈱
カ
ミ
ゾ
ノ
電
気
硫
黄
山
噴
火
に
伴
う

寄
附
来
庁
対
応

・
鹿
児
島
刑
務
所
長
来
庁
対
応

・
反
核
・
平
和
の
日
リ
レ
ー
要
請
書
受
取

り
７
月
24
日
（
火
）

・
姶
良
・
伊
佐
地
区
土
木
協
会
総
会

・
川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
中
央
要
望
会

７
月
25
日
（
水
）

・
川
内
川
改
修
促
進
期
成
会
中
央
要
望
会

７
月
26
日
（
木
）
～
27
日
（
金
）

・
え
び
の
駐
屯
地
存
続
期
成
同
盟
会
中
央

要
望
会

７
月
28
日
（
土
）

・
防
犯
少
年
綱
引
大
会

７
月
29
日
（
日
）

・
夏
祭
り
神
事

・
湧
水
町
夏
祭
り

７
月
30
日
（
月
）

・
町
学
校
保
健
会
講
演
会

７
月
31
日
（
火
）

・
町
人
権
教
育
講
演
会

町
長
動
静
　
　
　

(

７
月
１
日
～
31
日)

　
（
新
生
児
） 　
（
保
護
者
）　 （
自
治
会
）

有あ
り
む
ら村　

樹い
つ
き　

　
　

和
也　
　
　
塔
之
原
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

的ま
と
ば場　

幹か
ん
な奈　
　

大
介　
　
　

原
田

新あ
ら
い井　

隆り
ゅ
う
の
す
け

之
介　

久
雄　
　
　

町
外

（
平
成
30
年
７
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
７
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
７
月
届
出
分
）

（
平
成
30
年
３
月
届
出
分
）

お
め
で
た
　
　（
敬
称
略
）

町
外
の
坂
元
義
和
さ
ん
か
ら

（
ヨ
シ
子
さ
ん
死
去
）

池
田
の
竹
下
カ
ヲ
さ
ん
か
ら

（
兼
信
さ
ん
死
去
）

長
谷
下
の
西
早
智
子
さ
ん
か
ら

（
春
美
さ
ん
死
去
）

小
屋
敷
の
橋
本
千
秋
さ
ん
か
ら

（
下
橋
キ
ワ
さ
ん
死
去
）

　
（
故
人
）　　
　

 　
（
亨
年
）　    （
自
治
会
）

下
橋　

キ
ワ　
　
　

 　

101　
　
　
　

支
区
外

佐
籘　

厚
子　
　
　

 　

64　
　
　
　

田
尾
原
西

亀
澤　

オ
リ
エ　
　

 　

90　
　
　
　

広
田

西　
　

春
美　
　
　

 　

83　
　
　
　

長
谷
下

園
田　

等　
　
　
　

 　

80　
　
　
　

馬
場
迫

和
田　

重
行　
　
　

 　

76　
　
　
　

植
村

富
永　

三
郎　
　
　

 　

79　
　
　
　

竹
中

田
原　

吉
信　
　
　

 　

66　
　
　
　

竹
田
栗
野

永
野　

光
弘　
　
　

 　

62　
　
　
　

八
所

髙
城　

美
知
代　

 　
　

69　
　
　
　

長
谷
中

田
上　

三
惠
子　
　

 　

89　
　
　
　

停
三

松
元　

一
味　
　
　

 　

79　
　
　
　

山
下
西

大
平　

秀
盛　
　
　

 　

82　
　
　
　

吉
村

前
田　

イ
ネ　
　
　

 　

86　
　
　
　

山
下
西

お
く
や
み
　
　（
敬
称
略
）

人口の動き
住民基本台帳による
※外国人を含む

　　　　　　　　　　（前月比，前年同月比）

人口　  9,463人（ ー 25人，ー 209人）

  男      4,422人（  ー 11人，ー 102人）

  女      5,041人（  ー 14人，ー 107人）

世帯数  4,844戸（  ー　4戸，ー  13戸）

　転入　　 14人
　転出　    20人
　出生　　  2人
　死亡　　 21人

平成30年７月末現在

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
湧
水
町
社
会
福
祉
協
議
会

【
香
典
返
し
】

※
香
典
返
し
寄
付
に
つ
き
ま
し
て
は
、
寄
付
受
付

日
で
掲
載
す
る
た
め
、
お
く
や
み
の
月
と
は
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
寄
付
は
、
地
域
福
祉
向
上

の
た
め
、有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

日曜・祝日歯科救急診療
時間　午前９時から午後３時まで
場所　姶良地区歯科医師会館
　　　口腔保健センター
　　　　　　　（鹿児島空港近く）
TEL　０９９５−５８−４３８８
※受診の際は必ず保険証をご持参
　ください。



日 月 火 水 木 金 土
8/19 8/20 8/21 8/22 8/23 8/24 8/25

　　おはなしの森
(10:30 ～ )おはなし
コーナー
夏休み こども映画
上 映 会　14：00 ～
図 書 館2階　 創 作
室1
　　女性がん検診

（受付8：30 ～ 9：00　
12：30 ～ 13：00）

　　休館日
　　女性がん検診

（受付8：30 ～ 9：00　
12：30 ～ 13：00）

資源ごみ分別収集日
（北 方・轟・幸 田・米
永地区）
　　心配ごと相談

（9：00 ～ 12：00）
　　女性がん検診

（受付8：30 ～ 9：00　
12：30 ～ 13：00）

　　温泉健康相談
（13：00 ～ 16：00）

資源ごみ分別収集日
（川東地区）
　　心も体も元気
教室　元気アップ
コ ー ス（13：30 ～
15：00）

8/26 8/27 8/28 8/29 8/30 8/31 9/1
　　夏休み こども
映画上映会　14：00
～図書館2階　創作
室1

　　母子健康手帳交付
（10：00 ～ 11：00）
　　子育て相談

（13：00～17：15）

資源ごみ分別収集
日（ 上 場・老 竹・長
谷・東中下場・西下
場地区）

9/2 9/3 9/4 9/5 9/6 9/7 9/8
　　休館日
　　母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
　　子育て相談

（13：00～17：15）

資源ごみ分別収集
日（北方・轟・幸田・
米永地区）
　　げんき湧くわく
教室（9：00 ～ 11：00）
受付8：45 ～

　　母子相談（受付
14：00 ～ 14：15）
※時間厳守

資源ごみ分別収集
日（川西地区）
　　心も体も元気
教室　元気アップ
コ ー ス（13：30 ～
15：00）

9/9 9/10 9/11 9/12 9/13 9/14 9/15
　　※9/10 ～ 9/20
特別館内整理期間
に伴い休館
定例教育委員会（吉
松庁舎）※傍聴可

（一部非公開）
　　母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
　　子育て相談

（13：00～17：15）

資源ごみ分別収集
日（ 上 場・老 竹・長
谷・東中下場・西下
場地区）
　　休館日(館内整
理日)

　　休館日(館内整
理日)
　　温泉健康相談

（13：00～16：00）

　　休館日(館内整
理日)
　　心も体も元気
教室　元気アップ
コース（9：30 ～ 11：
00）
　　げんき湧くわく
教室（9：00 ～ 11：00）
受付8：45 ～

資源ごみ分別収集
日（川東地区）
　　休館日(館内整
理日)
　　心も体も元気教
室　貯筋アップコー
ス（9：30 ～ 11：00）
　　女性がん検診

（ 受 付13：30 ～ 14：
00　17：30 ～ 18：
30）

　　休館日(館内整
理日)

9/16 9/17 9/18 9/19 9/20 9/21 9/22
　　休館日(館内整
理日)

　　休館日(館内整
理日)

資源ごみ分別収集日（北
方・轟・幸田・米永地区）
　　休館日
　　休館日(館内整理日)
よしまつふれあい
の家：心配ごと相談

（9：00 ～ 12：00）
　　母子健康手帳交付

（10：00 ～ 11：00）
　　子育て相談

（13：00～17：15）

　　休館日(館内整
理日)

　　休館日(館内整
理日)
　　げんき湧くわく
教室（9：00 ～ 11：00）
受付8：45 ～

資源ごみ分別収集
日（川西地区）
　　心も体も元気
教室　元気アップ
コ ー ス（13：30 ～
15：00）

…くりの図書館

吉保 …吉松保健センター

吉中公 …吉松中央公民館

…いきいきセンターくりの郷

吉体 …吉松体育館

…いきいきセンターくりの郷町民ホール

栗保 …栗野保健センター

栗中公 …栗野中央公民館

※下記に書いてあるイベント情報の日程は変更する場合があります。

く り の 図 書 館 コ ー ナ ー
開館時間 午前10時〜午後6時（金曜日のみ午後7時まで）
毎週月曜日・第 4 木曜日，
祝日（こどもの日，海の日，文化の日を除く），
年末年始，特別館内整理日（9 月 10 日〜 9 月 20 日）
※８月は全日開館します。

い き い き セ ン タ ー コ ー ナ ー 
温泉営業時間 午前 10 時〜午後 9 時 45 分（最終受付は午後 9 時 15 分）
休 館 日 毎月第３月曜日（但し第 3 月曜日が祝日の場合は翌日）・元旦

町民ホール
湧水写真クラブ作品展 8月 22日（水）〜9月17日（月）
絵画教室作品展 9月 20日（木）〜10月15日（月）

栗保

栗保

栗保
栗保

栗保

栗保
栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

栗保

吉保

吉保

栗中公

吉保


